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6 CIAS Discussion Paper No. 60 たたかうヒロイン──混成アジア映画研究2015
京都大学地域研究統合情報センター
　　　　　   　山本 博之
コードは観光ガイドにも載っていますが、そこからさらに一歩踏み込んだ付き合いに見
られるさまざまな「文化のかたち」を引き出して、それを映画を通じて表現できないかと
考えています。たとえば、車に乗せてもらったときに助手席ではなく後部座席に座るこ
とや、食事しているときに相手におかずを取ってあげることや、気になる相手に水をか
けることは、どのような心理的な距離感を相手に伝えることになるのか。混成アジア映
画研究会は、アジア映画、そしてアジア社会についてのもう一歩先の読み解きと付き合
いを深める助けになることを願って、アジア映画の愉しみ方の１つを提案し、共有した
いと考えて活動しています。
　本書は混成アジア映画研究会の2015年度の研究内容をまとめたものです。第１部は研
究会メンバーによる混成アジア映画に関する論考で、第２部に関連させた「たたかうヒ
ロイン」というテーマに緩やかに関わり、素材やアプローチを多様にするような論考を
集めています。各論考の内容とともに素材やアプローチの多様性も味わっていただけれ
ばと思います。
　第２部は、研究会が行った公開イベントのうち2015年９月20日に行ったワークショッ
プ「変身するインドネシア──力と技と夢の女戦士たち」の記録です。インドネシア映画
『黄金杖秘聞』を題材としたワークショップで、パネリストの特別寄稿２編および当日配
布した作品情報を採録しています。
　第３部の「混成アジア映画の現在」では、地域事情の専門家が国・地域別あるいはテー
マ別に映画を紹介しています。『地域研究』の「混成アジア映画の海」特集号の第Ⅲ部の
アップデート版としてご覧いただければと思います。
　なお、混成アジア映画研究会は、京都大学地域研究統合情報センターの公募共同研究
「危機からの社会再生における情報源としての映像作品──東南アジアを事例として」
（2015年４月～2016年３月、代表：篠崎香織）との共催により実施し、研究会の開催にあ
たっては国際交流基金アジアセンター、公開ワークショップの開催にあたっては大阪ア
ジアン映画祭、アジアフォーカス・福岡国際映画祭、東京国際映画祭のご支援を賜ってい
ます。研究会の活動にご理解とご協力を下さっている機関や方々に感謝申し上げます。
